
Jupiter Dome Rain Flysheet
ジュピタードーム レインフライ

この度は「ジュピタードームレインフライ」をお買いあげいただき、誠にありがとうございます。
この商品は、降雨時にジュピタードームに装着して防水性を高めるオプションです。
軽量ながら耐候性に優れ、雨はもちろん紫外線からもテント本体を保護します。
ご使用の前にこの説明書をよくお読みいただき、部品等の確認をしてください。

なお、ご不明な点などございましたら、販売店もしくは弊社コンシューマ・サービスまでお問い合わせください。
この説明書は大切に保管してください。

モンベルでは品質管理に万全を期しておりますが、万一不良が生じた場合、お買い求めの販売店を通してご返送ください。無償修理、もしくは交換させていただきます。
ただし間違ったご使用や、製品不良以外の原因による故障につきましては有償修理となります。

●使用後は、泥汚れなどをあらかじめ水洗いし、陰干しして乾燥後に
収納してください。汚れたまま、あるいは濡れたまま長時間放置する
と色移りやカビの発生する可能性があり、また生地も劣化しやすく
なります。
●ドライクリーニングや洗濯機による洗濯はできません。
●防水性能低下の際は、撥水スプレーをご使用ください。
●長期保管の際は、ゆったりとたたんで収納してください。
●破損修理は、お買い求めの販売店にご依頼ください。

■アフターケア
お手入れ方法・保管方法

テントをご使用になる前に必ずお読みください。■安全上のご注意

■設営方法

テント使用上の注意

●使用の際には必ずペグで固定してください。砂地や雪上では状況に
応じたペグ等が別途必要です。
●キャンプ場やキャンプ許可地以外では使用しないでください。
●ポリエステルは太陽光線による紫外線劣化の影響がありますので、
数ヶ月張ったまま放置しますと著しく寿命が縮まります。また、硫黄ガ
スが発生する温泉地等でも寿命を縮めますのでご注意ください。

●テント設営地はできるだけ平坦地を選び、危険のな
い場所を選んでください。
●付属のペグには鋭利な部分がありますので、取扱
いにはご注意ください。
●台風や、落雷の時には、キャンプ場の管理担当者
の指事に従い、安全な場所に避難してください。

■仕様

レインフライ本体

スタッフバッグ
取扱説明書（本書）

張り綱

●1122240 ジュピタードームレインフライ 2型用  
収納サイズ：φ14×30cm　総重量：800g

●1122241 ジュピタードームレインフライ 3型用  
収納サイズ：φ15×31cm　総重量：950g

●1122242 ジュピタードームレインフライ 4型用  
収納サイズ：φ16×32cm　総重量：1.05kg

●1122243 ジュピタードームレインフライ 6型用  
収納サイズ：φ17×36cm　総重量：1.6kg

構成部品
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Jupiter Dome Rain Flysheet

2,3,4型本体：40デニール・ポリエステル・リップストップ
　　　　　（耐水圧1,500mmウレタン・コーティング）
6型本体：75デニール・ポリエステル・リップストップ
　　　（耐水圧1,500mmウレタン・コーティング）

■完成図

【2型】 【6型】

【3・4型】

設営方法は2・3・4・6型とも同じです。セット内容をご確認のうえ以下の手順にした
がって設営してください。

1.あらかじめ設営されたジュピタードーム（以下テント）にレインフライをかぶせます。
この際、フライのドア部（ジッパー開閉部）とテント本体の出入口がずれないよう
に注意します。レインフライシート（以下フライ）の張り綱用ループの4か所（6型
は6か所）の裏側に設けたツイストグリップフックTMをテントポールに取り付けてく
ださい（図a）。テント本体・グランドシートの8か所（2型は6か所）にあるマルゴムリ
ングにフライ側のフックを固定します（図b）。

2.フライの4か所（6型は6か所）の張り綱用ループ（裏側ツイストグリップフックTM付）
に張り綱を結び、テントに付属しているペグを利用して地面に固定します（図a）。

3.フライ底辺中央にあるマルゴムリングにペグを通して地面に打ち付けます。この際、
ドア部の隣接する2個のマルゴムリングは1本のペグで固定しますが、よほどの強
風でない限り開閉側のマルゴムリングは浮かせたままの方が出入りに便利です。

※テント本体とのクリアランスを確保し、耐風性を向上させるためにも必ず全ての
ペグを固定してお使いください。

このマルゴムリングにフライ側
のフックを引っかけます。

張り綱用ループ 図a

図b

フック

フライ裏側の
ツイストグリップフックTM

テント内やテント近くでは、絶対に火気を使用しないでください。


